
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 西宮浜の場合、道路を挟んで小学校と中学校に分かれているいまの二つの校舎

を引き継いで使用することから、１年生から４年生までを現在の小学校校舎へ、

５年生から９年生までを現在の中学校校舎へ分ける予定のようです。 

庄本けんじ 
日本共産党市会議員 

活動ニュース 

２０１９年０２月０４日 

議員控え室 0798-35-3368 携帯 090-6665-9401 

西宮浜に義務教育学校（小中一貫校） 

２０２０年４月開校の方針が議会に報告される！ 

３月には設置条例が提案され、７月には学校案内！ 

市民的な議論できないまま来年４月に開校～あまりにも拙速すぎます～ 

 １月２８日（月）、西宮市議会の教育こども常任委員会において、「西宮浜小中一貫校の方向性について」

という所管事務報告があり、西宮浜に義務教育学校（小中一貫校）を２０２０年４月開校にむけて準備して

いることが明らかにされました。小中一貫校＝義務教育学校＝が導入されれば、西宮の教育が大きく変わる

ことになります。全市民的な議論がどうしても必要です。 

 ところが、この３月議会には設置条例が提案され、学校名の公募、７月には学校案内というスケジュール

です。拙速すぎます。２０２０年４月開校の方針は改めるべきです。 

義務教育学校（小中一貫校）って何？ 
 義務教育学校というのは、小学校と中学校とを合体させたまったく新しい種

類の学校です。入学したら、小学校と中学校の区別がない学校で９年生になる

まで同じ学校で過ごすことになります。西宮浜で開校しようとしている義務教

育学校はカリキュラムの立て方の学年区分を４・３・２制にする予定です。 

 
 小中一貫校や義務教育学校では「教育課程特例の実施が可能」となります。一

般の小中学校では実施できない特別なカリキュラムを編成することができるよう

になります。そうなれば、これは、西宮の公教育のあり方を根底から大きく変え

ることになります。さらに、新設の義務教育学校は、特色ある教育を行う学校と

して「特認校」という学校選択制を導入します。西宮浜の校区以外の児童生徒も就学できるようにするため

です。これも、全市に影響を与える大問題です。 

 そもそも、小中一貫校や義務教育学校とは何か、「特認校」とは何かなど、制度そのものがほとんどの人に

知られていません。専門家のあいだや国会での議論では、重要な問題が指摘されながら、問題が解決されな

いまま制度化されたものです。全市民にかかわる西宮の教育のあり方を教育委員会の意向だけで進めること

は、決して許されるものではありません。教育は、市民の理解と支えがあってこそ、その健全さが保たれま

す。何がどのように変わるのか、市民の理解を得るための時間を確保することもなく、早々と来年の４月に

義務教育学校を開校するのは、あまりにも拙速すぎます。市民的な議論を確保するためにも、来年４月の開

校は考え直すべきです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小中一貫校や義務教育学校では特別なカリキュラムの編成

が可能です。小中一貫校のエリート化、既存の学校との間の

序列化や複線化等により児童生徒の学びに格差を生じさせる

ことになります。西宮で、そうならないという保証はありま

せん。 

いま急ぐべき改革は？ 
 子どもの成長や保護者の願いを大切にした議論が必要

です。いま、急ぐべき改革は何でしょうか。 

●少人数学級の促進 

●教員の多忙化解消のための教員を増やすこと 

●教育予算の抜本的拡大 

小中一貫教育・義務教育学校とは何か･･････教育委員会資料による 

 

 


